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研究成果の概要（和文）：本研究では天然資源開発に依存して成長するサハラ以南アフリカ諸国では，資源収入の増大
が見られる一方で資本を国外へ押し出す圧力も非常に強く，資本が逃避・流出している可能性を示した。またナイジェ
リアについての分析より，産油国では不安定な資源収入に支えられた輸入依存が構造的となり定着し，政府にとって輸
入依存によって国内への生活必需品を安価で供給し，国内市場と社会の安定化を図ることが政策上有効なツールとして
定着しつつあることが示された。

研究成果の概要（英文）：In resource-dependent economies in Sub-Saharan Africa, natural resource revenue 
increases as resource export increases. However the analysis revealed the possibility of increasing 
capital flight or capital outflow from those countries when resource price and capital inflow increases. 
Moreover, analyses on oil-rich Nigeria suggested that oil exporter countries become even more 
import-dependent. Supplying imported low-price basic goods and foods to stabilize domestic economy seems 
to be regarded as an effective political tool by the government, which further consolidates import 
dependence despite the instability and uncertainty of natural resource revenue.

研究分野：アフリカ経済　マクロ経済

キーワード： アフリカ　経済発展　資源国経済
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１．研究開始当初の背景 
 アフリカを含む多くの発展途上国が世界
的な天然資源への需要の高まりと国際資源
価格の高騰によって資源輸出国と転じた。
1970 年代以降長期にわたり経済が停滞し，
以来長きにわたり貧困地域とみなされてき
たアフリカ諸国も，2000 年代に入り経済は
急成長を始めたと指摘されるようになった。
しかし，「資源の呪い」という言葉で論じら
れてきたように，天然資源に恵まれた国は莫
大な資源収入にも拘らず経済停滞や紛争，暴
力といった社会の不安定化に見舞われるこ
とが多い。このような背景を受け，アフリカ
の資源産出国の経済構造について分析を行
うことが重要と考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的はアフリカの産油国の経済
構造における二つの逆説的な点（パラドック
ス）について問題を検証することにある。そ
れらは ①産油国における資源採取型産業へ
の直接投資の流入が増大している反面，資本
の逃避・流出が非常に多く見られるという点，
②産油国は原油を産出するものの，国内の精
製能力の不足から石油製品を輸入する必要
があるため，多額の資源収入にも拘らず外貨
の流出が起きると言う点である。これらの 2
点の考察を通じ，現在のアフリカ産油国への
直接投資が現地の経済活動や雇用の拡大，あ
るいは生産性の向上といった意味での経済
成長に寄与していないのではないか，という
疑問点について分析するとともに，石油資源
に富むという事実のために見落とされがち
なアフリカ産油国のマクロ経済の構造的な
問題を明らかにし，経済発展に向かおうとす
るアフリカ諸国が依然直面する障害を改め
て指摘することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では経済計量分析を主な手法とし
て用いた。特に平成 23 年度より蒐集・蓄積
してきたマクロ経済データや原油および石
油製品の貿易データなどの統計を整理・拡充
して利用した。これらを国際通貨基金や世界
銀行，あるいは各国政府が独自に発表する統
計データを用いて補完，あるいは推計を行っ
た。ただし，以下の項で述べるように石油製
品の輸出入データをアフリカの産油国につ
いて得ることは難しく，代替的にアジア経済
研究所においてアクセスできるデータベー
スを用いて，アフリカ産油国（特にナイジェ
リア）の穀物や食料の輸入情報を用いた分析
を行った。 
 
 
４．研究成果 
 パラドックス①に関し，アフリカ産油国で
は外国直接投資の増加が経済成長を牽引し

ているが，他方で資本の逃避や流出も多いと
いう点について，資本逃避額の推計とその規
定要因の分析を進めた。天然資源に依存する
発展途上国のデータを用いた分析より，資源
国からの資本逃避は 1980 年代のように慢性
的ではなく，むしろ突発的であることが示さ
れた。また，国際資源価格の上昇などによっ
て資源収入が増加すると資本逃避も増加す
ることが示され ，資源収入の一部が国外へ
流出していることを示唆する結果となった。
ただし，外国からの借入が資本逃避と最も強
い相関を持つという構図は 1980 年代から不
変であることも示され，当時国際的に注目を
集めた発展途上国から先進国へ向けた資本
逃避という構造に今日も変化がないことが
示唆された。 
加えて，アフリカの資源国からの資本逃避
は他地域の資源国に比べると少ない，という
結果も得られた。この分析に関連し，アフリ
カ産油国を含む天然資源依存の途上国経済
の貯蓄率と国内投資の関連性についても別
個の分析も行った。計量分析の結果からは，
天然資源に依存する途上国では，貯蓄が国内
投資に振り向けられず国外へ流出している
こと，その一方で国内投資を国外からの直接
投資に非常に強く依存していることが示唆
された。 
以上一連の分析より，天然資源（原油）に
依存する発展途上国の経済では資源収入の
増大が見られる一方で，資本を国外へ押し出
す圧力も非常に強い状況にある可能性が示
された。特にアフリカの産油国では，資源開
発産業以外への投資は未だ少なく，貧困や経
済インフラの未整備などの問題が多く残る
にも拘らず資源収入が国内へ投資されてい
ないという問題点が明らかになった。さらに，
資源開発向け直接投資は国際資源価格に大
きく影響されることから，現在のアフリカ産
湯国の経済成長は国際資源価格の変動に依
存しているというリスクも明らかになった。 
 
 パラドックス②に関しては，特にサハラ以
南アフリカで最大の産油国であるナイジェ
リアを取り上げて分析を行った。ナイジェリ
アでは原油を産出するにも拘らずガソリン
などの石油製品を輸入に依存せざるを得ず，
多額の外貨が流出している点を低所得産油
国のパラドックスと捉えて分析対象とした。 
しかし石油製品輸入に関しては当初想定
していた以上にデータ上の制約があり，計量
分析に必要なだけのサンプルサイズを確保
することができず，分析は計画通りに進まな
かった。そのため，石油製品やエネルギー関
連支出についての分析と並行して，ナイジェ
リアの食糧輸入について分析を行った。資源
輸出への依存に伴う農業生産の停滞，衰退に
より，ナイジェリアでは食糧の輸入が増大し
ているが，この輸入量は原油輸出の増大と比
例しており，外貨流出要因として問題となっ
ている。資源輸出の増大に伴って産業が衰退



したという点で，ナイジェリアにおける石油
精製を含む製造業と食糧生産を含む農業の
問題は共通しており，深刻である。またその
結果，本来は国内生産で需要を満たせるはず
の財を輸入に依存するようになったという
点でも共通している。分析の結果，ナイジェ
リアでは石油輸出の増大とともに，伝統的に
は食されておらず，生産もされていなかった
種類の食糧，特に小麦やパン・パスタといっ
た小麦製品が主にアメリカから大量に輸入
されるようになっていることが見えてきた。
またこのような新しい食文化は 1970 年代の
石油ブームをきっかけに導入され，徐々に定
着したが，2000 年代以降の資源価格高騰に伴
う資源収入の増加によって，小麦の輸入量が
急激に増加していることが明らかとなった。
また小麦のみならず，砂糖や米といった食料
も輸入依存度が高く，輸入量も増加傾向にあ
ることがわかった。これは産油国において，
不安定な資源収入に支えられた輸入依存が
構造的となり定着していることを示してい
るが，中間財や資本財の輸入のみならず，食
糧といった生活必需品までもが資源収入に
依存していると言う事実は，今後の食料供給
や社会の安定化を考える上でも重大である。
また産油国政府にとっては，輸入依存によっ
て国内への生活必需品を安価で供給し，国内
市場と社会の安定化を図ることが政策上有
効なツールとして定着しつつあると見るこ
ともでき，政府支出が国際資源価格の変動や
原油産出などの変動に対して従循環的
(pro-cyclical)となる構造を持つという問
題点が一層明らかになった。 
 
 これらの研究より，アフリカ資源国では天
然資源の輸出から得られた資金が国内経済
に投資されず海外へ流出しているという点
に加え，および資源輸出が増加するに伴い輸
入依存が進むという，資源輸出国が抱える問
題が具体的に明らかになった。特に後者の点
は，コモディティ輸出に依存する発展途上国
の特徴とも解釈することができ，アフリカ諸
国が 2000 年代以降の成長の中でも，経済の
構造的には大きく変化しておらず，むしろ世
界経済への依存を深めており，国際的な価格
や食料供給の変動から影響を受けやすくな
っていることを示唆している。 
以上の分析結果は，当初の研究動機でもあ
った，資源採取産業向けの直接投資はアフリ
カ諸国の経済成長に寄与しないのではない
か，という疑問点を明らかにするための基礎
となるが，未だ分析が不十分な点も多い。今
回の研究を進める過程で生じた新たな疑問
点や今回の研究で明らかにしきれなかった
点は，今後の研究（H27~29年度 若手研究Ｂ
『アフリカ資源国における採取産業依存型
成長の再検討』研究代表者 中瀬 一恵）に
おいてさらに発展させていく。 
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